


す るよ うになった。あの時代の ことが,い まさら昔

なつかしく思い出され る。

旧制の高校は, 自分ひとりの意志で熊本の五高を

えらんだが, けつきよく,後悔 しなかった。早 くも

安酒を飲み,寮歌を高歌放吟す ることをおぼえた。

ひとつ自分で も作 ってみた くなって,「椿花咲 く南

国の」 とい う歌詞をでつちあげて,正式の寮歌とし

て制定された。道進歌ふ うの作曲の方がよか つたせ

ぃか,い まだに生 きながらえて,老若男女に愛 唱さ

れてい るそうである。サッカーが好 きで,ひ ととお

り選手 としての活躍をつづけなが ら,年に四回 も発

行 されていた,文芸部の雑誌「 龍南」に毎号かかさ

ずに小説や,随想 らしい ものを発表して,ひ とりで

悦にいっていたらしいおもむきがある。 とに力>く
,

甘い ロマンスの味のする,無邪気で思いあが りの,

傷つきやすい青春の陶酔の, ある意味では短かす ぎ

る三年間だったといえよう。 (べつに留年はしなか

った )

大学は,東京へ行 った。その ころはたいへんに就

職難の,暗い世相の時代 � 短 そ 。 , 暗



戦後の科学,技術の進展は,ま ことに 目覚しい も

のがあった。人間がそれについて行 き,ま たそれを

さらに押 し進めて行 くためには,数多 くの専門家が

必要であった。その ことがさらに専門分化に拍車 を

かけた。

各方面でこれ ら余 りにも分イヒした専門分野間の調

整,統合化の必要が痛感 されるようになった。従 っ

」、ン～ン/ 1λ
i[ふ臭覇彗:3合182重奮で臭曇乳星基

°
に教養部制度の再検討の要請と相侯って, 旧制高等

学校制度の見直しがいわれ始めた要因ではないのだ

ろうか。そのような背景があつて総合科学部が誕生

したのではないのだろうか。突如として生れたもの

であってもそれを生む母胎は十分成熟していたので

はないだろうか。この点筆者のいわれる「数年来の

例府 。文部省・財界の旧制高等学校見直し論」の通

りであるが,見直し論はいかにも悪であるかのよう
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私 に と って婦人解放 とは
一 西 田計氏 に捧 ぐ一

今日もテレビに榎美沙子が登場した。「売名行為

だ。」「売名して次期選挙に出るつもりではないの

か。」「『 中ピ連 』並びに『 女性を泣き寝入りさせ

ない会 』の行動は真に女性解放運動 とは言えない」

等 ,々相変らず手厳しい意見の飛びかう中で,あの

不敵な微笑を絶やさなかった彼女はさぞかし男性の

女性軽蔑感を増加させたことだろう。

そもそも,存在に深く根を降ろした「女性」とい

う概念はゲーテのファウストに「存在するものたち

の母」という言葉で言い表わされ,多 くの人々の知

の糧になつてきた。そして, ジンメルが「存在論的

他者」として女性を神話論的感受性を介して描いた

後,婦人解放論が横行間歩するようになったが,そ
れらすべてが真に婦人の為の解放論かというと甚だ

疑間である。どこもかしこも似非ものが多すぎる世

の中だと思う。ところで飛翔N03において親切にも

女性に対する警告をして下さつた西田さんはどうで

あろうか。似非フェミニストか否か。西田さんのフ

ァンの一人として,私は否の方を期待したいのだが,

彼のフェミニスト振 りは単なる売名行為だという巷

の噂もありち不信感が募 りつつある。

しかし私は,彼の綴 り方に関し,残念ながら一部

を肯定せざるを得ない。つい最近私は「女性の敵は

女性である。」という言葉を身にしみて感じたので

ある。この事は別にしても,足 を引っ張る者のいる

限り女性には真の解放はないし,実質的な自由 。平

等は永久に手虫に収められないであろう。女性はも

っともっと目を見開いて,学んで,才女になり,我
々を軽視している男性社会に挑戦すべきである。こ

ういう風に書 くとおそらく,揚げ足取 りの好きな人

はす ぐ反論したがるだろう。が,真意を解さず,表
現のみにこだわるような反論なら私は受け付けない。

「挑戦」という言葉が攻撃的だというなら,「貢調

という言葉を用いてもいい。 (男 性社会にではなく

(我々女性をも含む )“ 社会 "に。 )私 が言いたい

のはむしろこの意味だから, この方がいいかもしれ

ない。まとめを書 くと,「榎美沙子もオヨヨと驚 く,

社会に貢献する女性が,真に婦人解放を勝ち取るで
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あろう。」ということになる。

西田さんの文章に話を もどす と,彼の最後のパラ

ドックスは全 く, ナンセンスな もの としカギ言いよう

がない。一見巧妙に見えるこのパ ラドックスは,

「 我は男性な り」 という優越感のなせる業でな くて

一体何であろう。「女性が自主的に職業選択の自由

を放棄 している」 という馬鹿気た事が存在するのな

ら,長い歴史の うえで,女性が婦人参政権を得るた

めにさえ, どれだけ多 くの努力を払ってきたかをど

う説明す るのだろうか。 もっとも,彼は自分 自身で

独善的 と認めているのだか ら,あんまり責めるのは

止めにしよう。それに,私は今で も彼のファンなの

だか ら。

山口昌男 とい う,おエライ人が「女性が差別の対

象になるのは,女性が存在の根底に触れている事に

対する男の場統 と恐怖心を喚び起 こすからにすぎな

いg」 とおっしゃってい る。その考え方は一理ある

と思 うし,男性の本音を吐いた ものではないかとも

思 う。幸いに も(?)私 は情報の劣等生である故,

まだまだ情報 の男子の嫉771と 恐怖心など喚び起こす

に至 らない力ら いつか, そういう女性 も現われるで

あろうと期待 している。いや, もっと楽観視すれば,

もうすでに自分のまわりからそ うい う女性が活躍し

つつあるのかもしれない。

詰まるところ,私にとって婦人解放 とは,現在の

ところは身につまされる問題ではないにしても,今
後自分自身 との闘いか ら始まるものになるであろう。

ところで, あなたにとって婦人解放とは ?
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